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ダ
ム
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
新
政

〉
権
の
政
策
を
め
ぐ
っ
て
賛
否
両
論
が
渦

（
巻
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
天
下
り
。

｝
わ
た
り
」
問
題
に
対
し
て
は
、
世
論
は

〉
ほ
ぼ
一
致
し
て
ノ
ー
と
い
う
意
思
を
表

一
明
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

省
庁
の
ト
ッ
プ
を
務
め
た
よ
う
な
人

一
が
、
な
ぜ
人
衆
の
批
判
を
無
視
し
て
、

（
私
利
追
求
に
走
る
の
で
し
ょ
う
か
。
当

（
事
者
た
ち
の
弁
解
に
よ
る
と
、
「
自
分

一
た
ち
公
務
員
は
在
職
中
の
給
与
が
民
間

一
に
比
べ
低
い
の
で
天
下
り
を
繰
り
返

）
さ
な
い
と
、
「
生
涯
収
入
』
で
不
利
益

一を受けるから、やむを得ずやって
一いる」ということのようです。

勤
め
先
を
変
え
る
ご
と
に
受
け
取
る

一退職金だけでも相当な金額に上り、
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「
既
得
権
』
と
「
期
待
薑
権
」
は
違
う

規
定
改
定
時
に
ば
懇
切
な
説
明
を

グ
ｑ
、
．
□
□
、
〃

■
Ｌ
１
Ｊ
ｕ
『
’
〆
ｌ
ｊ
Ｉ
０
〆
し
、
Ｊ
Ｆ
Ⅱ
、
０
ジ
グ
Ｌ
も
Ｊ
ｒ
日
ｊ
ｒ
Ｌ
Ｉ
ｒ
ｈ
Ｉ
字
ｒ
、
Ｊ
ｒ
、
Ｊ
ｊ
０
Ｌ
１
．
〃
Ⅱ
、
’
１
．
０
・
ｑ
ｎ
ｌ
ｑ
ｑ
皀
β
几
『
１
㎡
０
，
１
Ｊ
■
一
・
●
夕
０
百
…
ゲ
ｒ
Ｌ
ｊ
Ｐ
Ｌ
ｌ
〃
Ｏ
ｈ
Ｉ
グ
ー
砥
Ｉ
〆
ｐ
Ｌ
－
ワ
ロ
、
－
■
■
‐
Ｊ
ｒ
Ｌ
ｌ
グ
Ｌ
Ｊ
ｒ
Ｌ

〃
□
、
ゾ
し
Ｈ
ｆ
、
Ｊ
０
、
Ｊ
ｒ
、
ノ
１
１
Ｆ
、
〃
ｑ
、
ノ
０
，
グ
■
、
ヅ
リ
、
ザ
Ｏ
１
ｊ
Ｌ
１
〃
、
Ｊ
ｒ
、
〃
■
、
伊
Ⅱ
、
。
ｒ
、
ノ
０
，
ノ
ロ
、
〃
ｈ
１
ｒ
、
？
、
０

庶
民
の
神
経
を
逆
撫
で
す
る
に
は
１
分

で
す
。
金
融
機
関
等
ト
ッ
プ
に
支
払
わ

れ
る
「
天
文
学
的
数
字
」
の
報
酬
が
大

い
に
物
議
を
醸
し
て
い
ま
す
が
、
天
下

り
す
る
高
級
官
僚
は
「
口
分
た
ち
も
、

銀
行
。
証
券
会
社
に
入
っ
て
い
れ
ば
、

あ
れ
く
ら
い
の
収
入
が
も
ら
え
た
は
ず

な
の
に
」
と
、
在
職
中
、
ほ
ぞ
を
か
ん

で
い
た
の
で
し
ょ
う
。

賃
金
。
退
職
金
制
度
を
改
定
す
る
場

合
、
反
対
す
る
人
は
「
既
得
権
は
保
障

し
て
ほ
し
い
」
と
主
張
し
ま
す
。
し
か

し
、
一
既
得
権
」
と
い
う
こ
と
ば
が
意

味
す
る
範
州
は
、
人
に
よ
っ
て
か
な
り

の
差
が
あ
り
ま
す
ｃ
従
業
員
側
が
主
張

す
る
場
合
、
征
々
に
し
て
「
期
待
権
」
と

い
う
方
が
適
切
な
例
が
多
い
で
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｐ
Ｌ
－
〃
Ｌ
Ⅱ
グ
ー
Ⅱ
Ｉ
少
１
口
Ｉ
Ｊ
Ｌ
０
づ

Ｆ
、
Ｐ
、黙
鍾
蕊
庄

く
『
ね
い
山
人
Ｌ
八

位
人
身
を
極
め
た
人
で
も
、
〈
Ｍ
Ｈ
分
の

こ
と
に
な
る
と
、
思
考
凹
路
が
シ
ョ
ー

ト
し
て
し
ま
い
ま
す
。
経
営
者
が
賃
金
・

退
職
金
制
度
の
改
定
を
提
案
す
る
と
き

も
、
｜
般
従
業
員
の
頭
の
中
は
期
待
権

で
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
と
覚
悟
す
べ
き

で
す
。
そ
れ
を
突
き
崩
す
の
は
容
易
で

は
な
く
、
粘
り
強
く
丁
寧
な
説
明
。
話

合
い
が
必
要
な
ゆ
え
ん
で
す
。

、/２００９
、砿砿

蕊蕊熟
Ｉ
＝

、 ､ノ

＞
＞
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(2)

労働力需給の変動

企
業
経
営
と
い
う
立
場
か
ら
い
え
ば
、

労
働
分
配
率
は
長
期
的
に
安
定
し
て
い

る
の
が
ベ
タ
ー
で
す
。
労
働
分
配
率
の

計
算
に
は
、
次
の
算
式
を
用
い
ま
す
。

労
働
分
配
率
Ⅱ

人
件
費
…
付
加
価
値
×
川

労
働
へ
の
分
配
率
を
上
げ
れ
ば
、
資

本
へ
の
分
配
率
を
引
下
げ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
結
果
的
に
、
投
資
と
収
益
の
相

関
関
係
を
大
幅
に
か
く
乱
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

商
船
の
服
藤
コ
ス
ト
・
価
格
が
一
定

と
す
れ
ば
、
労
働
分
配
率
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
は
、
賃
金
の
変
動
を
避
け
る

べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
定
の
額
の
賃
金
で
、
常
に
同

箇
圏
園
鬮

１１

－#

知
っ
て
得
す
る鶴

個
別
企
業
内
の
生
産
性
・
収
益
性
に
違

い
が
な
く
て
も
、
外
部
要
因
の
影
響
で
賃

上
げ
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

労
働
力
需
給
の
変
動
が
そ
の
代
表
例
で
、

他
社
が
人
集
め
に
狂
奔
す
れ
ば
自
社
も
対

抗
手
段
を
講
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
結
果

と
し
て
、
自
社
の
賃
金
政
策
に
大
き
な
矛

盾
が
生
じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

足
に
な
る
と
、
多
く
の
企
業
が
一
斉
に

新
卒
者
の
採
用
拡
大
に
走
り
ま
す
。
そ

れ
に
合
わ
せ
、
初
任
給
は
う
な
ぎ
上
り

で
上
昇
を
始
め
ま
す
。
逆
に
雇
川
の
過

剰
感
が
高
ま
る
と
、
採
用
数
は
た
ち
ど

こ
ろ
に
低
下
し
ま
す
。
初
任
給
の
ア
ッ

プ
率
に
も
た
ち
ど
こ
ろ
に
急
ブ
レ
ー
キ

じ
質
・
量
の
労
働
者
を
艫
用
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
労
働
力
市
場
で
は
、
人
手
不

初
任
給
に
顕
著
な
影
響

景
気
変
動
よ
り
大
き
な
波

別掲初任給及び対前年

増減率（千円､％）

し
た
（
〃
喉
労
働
省
「
賃
金
樅
造
基
本

統
計
洲
盗
。
初
任
給
集
計
」
）
。

初
任
給
の
変
動
カ
ー
ブ
は
、
鼓
気
変

動
の
波
を
増
幅
す
る
形
で
現
れ
ま
す
。

短
期
的
な
採
算
を
度
外
視
し
て
、
初
任は
庭

給
の
引
上
げ
競
争
に
参
加
す
る
の
は
傍

め目
に
は
得
策
と
は
田
心
え
ま
せ
ん
。
し
か

が
か
か
り
ま
す
ｃ

平
成
元
年
以
来
の
大
卒
・
男
性
の
初

任
給
額
は
、
大
き
な
う
ね
り
を
伴
う
形

で
変
動
し
て
い
ま
す
（
別
掲
）
。
平
成

２
，
３
年
に
は
前
年
比
狐
％
の
伸
び
を

み
せ
た
一
方
、
平
成
姐
年
に
は
マ
イ
ナ

ス
咽
％
と
い
う
落
ち
込
み
を
記
録
し
ま

…
…
…
：
；
：
：
…
…
…

平成元年’１６０．９１（5.1）

２１６９．９１（５６）

179.91（5.6）：

ｉ８ａ９１（4.2）４

190.31（1.8）５

６１９２．４（1.1）

（０９）７１９４２

(-0.5）８１９３．２

９１１９３９１（04）

1０１１９５．５１（0.8）し
、
ラ
イ
バ
ル
企
業
が
新
卒
者
の
囲
い

込
み
に
走
る
と
き
に
、
自
社
だ
け
が
指

を
食
わ
え
て
み
て
い
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
狂
乱
の
圏
外
に
身
を
置
く
の

は
、
渦
中
に
あ
る
者
に
と
っ
て
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

初
任
給
の
ア
ッ
プ
率
が
５
％
と
い
う

時
代
に
は
、
全
従
業
員
。
全
世
代
の
賃

金
引
上
げ
率
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
率
）
が

そ
の
上
げ
幅
に
追
い
つ
か
な
い
と
い
う

状
況
が
生
じ
ま
し
た
。
新
卒
者
の
初
任

給
が
、
入
社
し
て
１
年
、
２
年
経
っ
た

社
員
の
賃
金
を
上
回
る
と
い
う
逆
転
現

象
を
解
消
す
る
た
め
に
、
各
社
は
調
整

船
の
設
定
な
ど
苦
労
を
重
ね
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
労
働
力
需
給
の
変
動
は
、

性
々
に
し
て
長
期
的
な
賃
金
政
策
に
混

乱
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
や
は
り
こ
れ

を
無
視
し
て
賃
金
を
決
定
で
き
な
い
の

も
否
定
し
が
た
い
事
実
で
す
。

１１１１９６６（0.6）

１２１１９６．９（０２）

1３１９８．３１（0.7）

1４１１９８．５１（0.1）

1５２０１．３１（1.4）

1６１１９８．３１（-1.5）

１７１１９６．７（-0.8）

１８１１９９．８（1.6）

１９１１９８８（-0.5）

２０１２０１．３（１３）

平成元年 160.9 （5.1）

２ 169.9 （５６）

179.9 （5.6）

４ 186.9 （4.2）

５ 190.3 （1.8）

192.4 （1.1）

７ 194.2 （０９）

８ 193.2 (-0.5）

９ 1９３９ （0.4）

1０ 195.5 （0.8）

1１ 196.6 （0.6）

1２ 196.9 （０２）

1３ 198.3 （0.7）

1４ 198.5 （0.1）

1５ 2018 （1.4）

1６ 198.3 (-1.5）

1７ 196.7 (-0.8）

1８ 199.8 （1.6）

１９ 1９８８ (-0.5）

2０ 201-3 （1.3）
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判例

退
職
金
は
、
１
Ｍ
の
支
出
額
が
大
き

い
の
で
、
社
内
冊
保
だ
け
を
噺
て
に
す

る
の
は
危
険
で
す
。
社
外
の
年
金
制
度

蝶
に
お
金
を
砿
み
』
皿
て
、
文
川
の
平
準

化
を
図
る
企
業
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

人
員
榊
成
の
岡
齢
化
が
進
み
「
退
職

金
倒
産
」
の
危
険
を
抱
え
る
企
業
が
琳

え
た
こ
と
、
税
法
改
庇
で
従
来
の
「
退

職
給
与
引
当
金
」
制
皮
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
等
も
手
伝
っ
て
、
退
職
金
制
度

．
、
迫
達
．
．
縄
蕊
唾
釦
勾
。
七
」
ｑ
‐
’
】
｝
宅
単
式
。

｛
鶴
噸
退
共

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
判
例
と

い
え
．
ま
ず
。

退
職
金
の
支
払
原
資
と
し
て
、
社
内
留
保
と
社
外
年
金
制
度
等
の
積

立
金
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
本
事
件
で
訴
え
を
起
こ
し
た
元
従
業
員

は
、
旧
社
内
退
職
金
規
定
の
計
算
額
か
ら
中
退
共
の
金
額
を
差
し
引
い

た
残
額
支
払
を
求
め
ま
し
た
。
裁
判
所
は
、
現
在
は
中
退
共
の
規
定
の

み
が
有
効
と
判
断
し
、
差
額
の
請
求
を
退
け
ま
し
た
が
、
規
定
整
備
の

旧
退
職
金
規
定
は
失
効

差
額
の
請
求
権
な
い

字
ｒ
ユ
ザ
ゴ
二
目
｜
｝
ご
宮
ヨ
琴
宅
忘

に
一
全
面
鯵

（
お
よ
び
支
払
原
溢
）
の
あ
り
〃
を
兄

応
す
動
き
か
進
ん
で
い
ま
す
。

社
外
の
年
金
制
度
を
利
川
す
る
場
へ
瓜

従
来
の
退
職
金
規
定
を
そ
の
ま
ま
残
し
、

お
金
の
川
所
だ
け
を
社
内
か
ら
祉
外
に

変
更
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
本
事
件
の
被
岱
会
社
も
、

従
来
、
退
職
金
規
定
に
雄
づ
く
金
額

を
退
職
金
と
し
て
支
払
う
。
こ
の
規
定

に
よ
る
支
給
を
確
実
に
す
る
た
め
、
巾

前
橋
地
方
裁
判
所

Ｅ
社
事
件

（
平
四
・
３
．
５
判
決
）

、
轌
譲
『
五
一
一
妬
輔
草
一
五
薯
：
自
猷
熟
導
．
奮
這
好
．
鐸
当
惑
の
室
弓
ご
貫
中
一
面
野
国
費
歩

行
済
み
と
認
定
雛
鬮
議
一
鍵
匙

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
団
（
中
退
共
）

と
契
約
を
締
結
し
、
蛎
業
川
か
ら
文
給

さ
れ
る
退
職
金
が
本
規
定
に
よ
る
額
に

達
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
潅
額
を
文
船

す
る
一
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
実
態
と
し
て
は

中
退
共
一
本
に
よ
る
支
給
方
式
に
移
行

し
て
い
ま
し
た
。
給
与
規
定
も
、
「
会

社
は
原
則
と
し
て
中
退
共
に
勤
続
３
年

以
上
の
社
員
を
加
入
せ
し
め
、
社
員
退

職
に
は
そ
の
規
定
に
基
づ
い
て
退
職
金

を
規
定
す
る
一
と
い
う
文
一
言
を
川
い
て

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
退
職
し
た
従
業
貝
３
人

が
一
従
前
の
退
職
金
規
定
の
効
力
は
存

続
し
て
い
る
と
腹
娠
し
て
、
訴
訟
を

起
こ
し
ま
し
た
。
効
力
が
存
続
し
て
い

れ
ば
、
会
社
は
「
退
職
金
規
定
に
鵬
づ

く
金
額
と
、
中
退
共
の
金
額
の
差
額
を

支
給
す
る
義
務
を
負
う
」
こ
と
に
な
り

ま
す
。

裁
判
所
は
、
「
乢
一
会
社
は
改
箙
し
た

給
与
規
定
を
労
基
署
に
届
出
て
い
る
」
、

｜
「
②
屈
川
に
は
、
苓
時
の
労
組
執
行
委

員
長
の
「
特
別
意
見
は
な
い
」
と
い
う

意
見
拶
が
添
付
さ
れ
て
い
た
」
、
「
③
中

退
共
の
文
給
金
額
が
関
東
地
区
ト
ラ
ッ

ク
協
会
藤
の
公
表
し
て
い
る
推
準
金
額

に
途
し
な
い
場
合
に
は
鑛
緬
が
柵
填
さ

れ
て
い
た
が
、
Ⅲ
退
職
金
規
定
に
即
し

て
〃
訓
節
を
す
る
よ
う
叩
し
入
れ
た
例

は
な
か
っ
た
」
等
の
蛎
突
に
雄
づ
き
、

改
肛
給
炉
規
定
の
屈
川
以
降
、
Ⅲ
退
職

金
規
定
に
効
刀
は
な
い
と
Ⅶ
示
し
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
原
告
従
業
員
の
１
人

が
②
の
對
時
の
労
組
委
員
長
そ
の
人
だ
っ

た
と
い
う
笑
い
話
が
お
ま
け
に
付
い
て

い
ま
す
。

蚊
終
的
に
会
社
値
張
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
制
度
移
行
に
際
し
て
、
ど
の

規
定
が
存
続
し
、
ど
の
規
定
が
廃
止
さ

れ
る
の
か
、
明
確
に
定
め
る
下
続
き
を

怠
っ
て
い
た
点
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
川

と
し
て
指
燗
で
き
ま
す
。
会
社
の
役
貝

で
す
ら
、
そ
の
Ｗ
た
り
の
経
緯
を
よ
く

把
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

も
っ
て
他
山
の
石
と
す
べ
き
で
し
よ

｝っ（）

前
橋
地
方
裁
判
所

（
平
別
．
３
．
５
判
決
）

Ｅ
社
事
件
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改
疋
商
年
齢
者
法
は
、
ｒ
成
田
年
４

川
ｌ
Ⅱ
施
行
で
す
。
平
成
犯
年
４
川
１

Ⅱ
か
ら
は
、
継
続
朧
川
の
最
低
年
齢
が

倒
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

行
政
窓
口
は
、
大
手
企
業
か
ら
集
中

的
に
指
導
し
、
徐
々
に
中
小
に
範
州
を

広
げ
て
き
ま
し
た
。
平
成
加
年
９
月
に

は
、
５
年
ぶ
り
に
高
年
齢
者
の
雇
用
実

態
を
総
合
的
に
把
握
す
る
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
対
象
は
、
５
人
以
上
規

模
の
民
営
戦
業
所
で
す
。

高
年
齢
者
法
の
要
請
を
満
た
す
た
め

に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
措
置
が
必
要

で
す
。

①
定
年
の
引
上
げ

②
継
続
雇
用
制
度
の
整
備

印
歳
代
前
半
の
継
続
雇
用
が
義
務
化
さ
れ
て
、

４
年
目
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
「
平
成

、
年
高
年
齢
者
雇
用
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、

既
に
９
割
の
事
業
所
が
継
続
雇
用
制
度
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
定
年
到
達
後
、
４
分

の
１
の
高
齢
者
は
「
働
く
意
志
が
な
い
」
等
の

理
由
で
リ
タ
イ
ア
し
て
い
る
実
態
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。刺
の
あ
る
企
業
は
、
継
続
膿
川
制
度
を

講
じ
る
（
定
年
年
齢
が
帥
歳
か
ら
倒
歳

の
場
合
）
か
、
定
年
を
虎
歳
以
上
に
引

き
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
（
経
過

措
綴
は
轌
噸
外
と
し
ま
す
）
。

定
年
釦
～
倒
歳
の
企
業
の
う
ち
、
的
。

１
％
の
企
業
が
既
に
継
続
雇
用
制
度
を

③
定
年
の
廃
止

総
サ
ン
プ
ル
の
な
か
で
、
定
年
制
の

あ
る
企
業
は
門
・
５
％
で
し
た
。
定
年

９
割
で
継
続
雇
用
を
達
成

４
分
の
１
は
自
ら
引
退
へ

の
リ
タ
イ
ア
を
決
断
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
高
齢
者
の
「
本
心
」

が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ

う
か
。
経
済
が
低
迷
す
る
な
か
、
企
業

が
「
高
齢
者
の
望
む
ポ
ス
ト
」
を
提
供

で
き
ず
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
り
離
職
に

至
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

整
備
し
て
い
る
と
回
答
し
ま
し
た
（
図

表
１
）
。
規
模
５
～
羽
人
規
模
で
も
、

師
。
－
％
に
逸
し
て
い
ま
す
。

継
続
一
膳
川
の
方
法
と
し
て
は
、
「
再

雇
用
制
度
の
み
」
（
翅
。
７
％
）
が
圧

倒
的
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

向
齢
蒜
の
受
け
Ⅲ
と
な
る
制
度
の
あ

る
企
業
を
対
象
に
、
定
年
到
達
者
の
行

動
を
調
べ
る
と
、
市
・
６
％
が
継
続
雇

用
を
選
択
し
て
い
ま
す
（
図
表
２
）
。

逆
に
い
え
ば
、
４
分
の
１
の
高
齢
者
は
、

Ⅷ
き
続
き
枕
労
す
る
道
が
附
か
れ
て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
在
籍
会
社
か
ら

し
か
し
、
調
査
結
果
を
み
る
と
、
リ

タ
イ
ア
の
理
由
は
「
制
度
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
以
外
」
と
答
え
た
割
合
が
鍋
。
５
％

で
、
「
賃
金
水
準
が
合
わ
な
い
」
等
の

不
満
に
よ
り
退
職
し
た
人
は
少
数
派
で

す
（
図
表
３
）
。
「
定
年
で
自
主
的
に
職

業
化
派
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
」
と
い
う

決
断
は
、
満
年
齢
者
の
価
仙
観
。
生
活

観
の
表
れ
と
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

継
続
雇
用
後
の
賃
金
は
、
勤
務
延
長

制
度
の
企
業
と
両
一
催
川
制
度
の
企
業
で

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
大
多
数
を
門
め

る
再
雇
用
制
度
の
企
業
を
み
る
と
、
定

年
前
の
「
６
割
～
７
割
程
度
」
が
艶
。

８
％
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

表
４
）
。

蒋
脈
川
者
の
大
部
分
が
「
大
幅
に
賃

金
が
下
が
っ
た
」
と
グ
チ
を
こ
ぼ
し
ま

す
。
し
か
し
、
在
職
老
齢
年
金
や
雇
用

保
険
の
高
年
齢
歴
用
継
続
給
付
も
あ
り
、

総
収
入
と
し
て
は
そ
こ
そ
こ
の
レ
ベ
ル

を
確
保
で
き
ま
す
。
｜
‐
低
賃
金
」
を
不

満
と
し
て
再
雇
用
を
拒
否
す
る
人
が
意

外
と
少
な
い
点
か
ら
す
る
と
、
簡
齢
者

の
グ
チ
は
「
話
半
分
」
で
聞
い
て
お
く

べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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図表１．継続雇用制度の状況別事業所割合（単位：％）
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図表２．継続雇用制度がある事業所における定年到達者の状況別労働者割合（単位：％）
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残
業
が
午
前
０
時
を
ま
た
ぎ
、
法
定

休
日
に
食
い
込
ん
だ
と
し
ま
す
。
法
定

休
日
は
「
暦
日
に
よ
る
べ
き
こ
と
が
原

則
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
午
前
０
時

を
境
に
し
て
、
割
増
賃
金
率
は
３
割
５

分
増
し
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

し
か
し
、
８
時
間
３
交
代
制
勤
務
、

旅
館
傘
零
自
動
車
運
転
者
に
つ
い
て
は
、

こ
の
原
則
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
ま

一
Ｑ
「
脳
鰄
Ⅷ
螂
州
剛
艀

適
用
さ
れ
な
い
と
い
い
ま
す
。
当
社

で
も
、
２
暦
ｎ
に
ま
た
が
り
、
連
続

別
時
間
の
休
息
を
与
え
る
日
を
体
Ⅲ

１
日
と
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ

３
交
代
制
勤
務
で
割
増
の
対

象
と
な
る
「
休
日
」
の
開
始

は
い
つ
か
ら
か
？

継
続
別
時
間
確
保
で
割
増
不
要

す
。
８
時
間
３
交
代
制
勤
務
に
つ
い
て

は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

「
継
続
別
時
間
の
体
Ⅲ
を
与
え
れ
ば
、

法
定
休
日
を
与
え
た
も
の
と
し
て
取
り

扱
っ
て
よ
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
昭
沁
・
皿
。
７
韮
収
第
３
９
６
２
』
Ｕ
ｏ

ｏ
番
方
編
成
に
よ
る
交
代
制
に
よ
る
こ

と
が
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
、
運
用

さ
れ
て
い
る
こ
と

の
場
合
、
一
休
日
．
｜
に
入
る
前
に
残

業
が
生
じ
た
と
す
る
と
、
３
割
５
分

増
し
の
体
Ⅱ
手
当
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
何
時
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
。

暦日休日の例外

羨鵠瀧蝿雛:識
るヨ間分のと日前金き午時り息前５．

芒くいで賃ら間か時と務割の休休間労了の。休定時ろ割規

鰯雲灘醗蝿
ｐ

めす（;j《時５そる翌で賃とら３９な休午後こスなと都て

が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
継
続
型
時

間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
限
り
、
早
出
、

残
業
の
た
め
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て

労
働
さ
せ
て
も
休
日
労
働
と
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
前
日
の
午
後

３
時
か
ら
同
日
の
午
後
、
時
ま
で
７
時

間
の
残
業
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
ギ

リ
ギ
リ
型
時
間
残
っ
て
い
る
の
で
休
日

労
働
に
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
な
り

ま
す
（
も
ち
ろ
ん
、
時
間
外
労
働
の
割

増
は
必
要
に
な
り
ま
す
）
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
か
じ
め
休
日
労
働

と
な
る
時
間
帯
を
特
定
し
て
お
く
方
が

従
業
員
の
理
解
を
得
や
す
い
で
し
ょ
う

が
、
「
継
続
型
時
間
を
超
え
る
部
分
を

休
日
労
働
と
し
て
取
り
扱
う
か
、
時
間

外
労
働
と
し
て
取
り
扱
う
か
は
労
使
の

定
め
る
と
こ
ろ
」
に
よ
り
ま
す
。

継
続
型
時
間
の
休
息
時
間
を
確
保
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
法
定
休
日
労

働
と
し
て
３
判
５
分
増
し
の
割
増
賃
金

の
支
払
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
割
増
賃
金
を
支
払
え
ば
適

法
に
休
日
を
与
え
た
こ
と
に
な
り
、
別

に
休
日
を
設
定
す
る
必
妥
は
あ
り
ま
せ

ん
。



(7)

灘実務欄談

健
康
保
険
の
死
亡
関
係
の
給
付
に
は
、

埋
葬
料
・
埋
葬
費
（
健
保
法
第
川
条
）
、

家
族
埋
葬
料
（
同
凹
条
）
が
あ
り
ま
す
。

埋
葬
料
関
係
は
平
成
岨
年
ｎ
月
に
大
改

定
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
る

と
大
幅
に
金
額
が
減
っ
て
い
ま
す
。
古

手
の
実
務
担
当
者
は
、
注
意
が
必
要
で

一ｇｏ被
保
険
者
本
人
死
亡
の
際
に
は
、
埋

葬
料
ま
た
は
埋
葬
賀
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

埋
葬
料
は
、
「
そ
の
者
に
よ
り
生
計
を

厩Ｑが朏酬四劃ⅧＭ池冠蝋但
は
独
り
身
で
、
葬
儀
は
実
の
弟
が
取

り
仕
切
る
と
い
う
話
で
す
。
弟
は
一

死
亡
し
た
従
業
員
の
葬
儀
を

別
居
の
弟
が
手
配
し
た
ら
給

付
の
権
利
あ
る
か
？

生
計
維
持
な
く
て
も
支
給
さ
れ
る

家
を
構
え
て
い
て
、
当
社
従
業
員
と

刷
鳩
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
場
合
、
健
康
保
険
の
死
亡
関
係
給

付
を
請
求
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

維
持
し
て
い
た
考
で
あ
っ
て
、
埋
葬
を

行
う
も
の
」
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
金

額
は
、
一
律
５
万
円
で
す
。

災
の
弟
の
場
合
、
生
計
維
持
関
係
が

あ
り
、
同
居
し
て
い
れ
ば
、
被
保
険
者

の
被
扶
養
者
に
な
り
ま
す
（
健
保
法
第

３
条
第
７
項
）
。
し
か
し
、
お
尋
ね
の

ケ
ー
ス
で
は
「
独
立
し
て
一
家
を
構
え

て
い
る
」
の
で
す
か
ら
、
被
扶
養
者
と

し
て
届
出
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

埋
葬
料
は
、
被
保
険
者
の
被
扶
養
者 埋葬料。贄

で
な
く
て
も
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。
親

等
数
は
関
係
な
く
、
そ
も
そ
も
家
族
で

あ
る
必
要
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
化
計
維

持
関
係
が
あ
れ
ば
、
必
要
十
分
で
す
。

「
被
保
険
者
に
よ
り
生
計
の
全
部
芳
し

く
は
大
部
分
を
維
持
し
た
者
の
み
に
限

ら
ず
、
一
部
分
を
維
持
し
た
者
を
も
含

む
」
（
昭
８
．
８
．
７
保
発
第
弧
号
）

と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
計

維
持
関
係
が
な
け
れ
ば
、
親
等
が
近
く

て
も
埋
葬
料
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

埋
葬
費
は
、
「
埋
葬
料
の
支
給
を
受

先
が
直
接
臆
川
し
て
い
る
の
と
Ｍ
じ
」
に
雌
条
件
で
労
働
条
件
が
成
立
し
た

▽
派
遣
の
「
直
接
雇
用
み
な
し
」
△
や
フ
ラ
ン
ス
等
で
は
、
「
述
法
派
般

な
ど
一
定
の
要
件
に
合
致
し
た
場
合
、

と
い
っ
て
、
雇
用
契
約
の
存
在
確
認
と
み
な
す
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
ぃ

派
泄
労
働
者
が
「
実
態
は
、
派
遊
派
遮
先
事
業
所
と
派
巡
労
働
者
の
間

を
求
め
る
裁
判
ま
す
。
一
方
、
日
本
で
は
、
現
在
の

ま
せ
ん
（
た
と
触
す
る
時
期
に
な
っ
て
も
、
直
接
瀧

が
少
な
く
あ
り
と
こ
ろ
、
派
遣
受
人
制
限
期
間
に
抵

プ
レ
イ
蠣
件
、

い
っ
て
、
直
ち
に
「
雇
用
み
な
し
」

え
ば
、
松
下
プ
用
の
申
し
込
み
を
し
な
い
派
遣
先
が

雄
）
。
ド
イ
ツ

ま
せ
ん
。

平
皿
・
大
阪
商
が
適
川
さ
れ
る
規
定
と
は
な
っ
て
ぃ

ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と

け
る
べ
き
者
が
な
い
場
合
に
、
埋
葬
を

行
っ
た
者
」
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
金

額
は
、
「
５
万
円
の
範
朋
内
で
埋
葬
に

要
し
た
費
用
に
相
当
す
る
額
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
「
要
し
た
費
用
」
に

は
、
霊
枢
代
、
霊
枢
車
代
、
火
葬
料
、

僧
侶
の
謝
礼
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

「
堆
計
を
維
持
さ
れ
な
い
兄
弟
姉
妹
等

が
現
に
埋
葬
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当

然
、
埋
葬
を
行
っ
た
者
に
含
ま
れ
る
」

と
い
う
解
釈
例
規
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

（
昭
妬
。
６
．
肥
保
文
発
第
皿
号
）
。
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パ
ー
ト
労
働
背
等
の
実
態
を
「
職
務

タ
イ
プ
別
」
に
分
析
し
た
調
査
結
果
を
、

厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
ま
し
た
。
木
調

在
は
、
厚
化
労
働
行
設
樅
の
「
有
川
労

働
契
約
研
究
会
」
の
検
討
魔
料
と
す
る

た
め
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

パ
ー
ト
と
正
社
員
の
均
衡
処
遇
を
図

る
と
い
っ
て
も
、
パ
ー
ト
等
の
労
働
実

態
は
千
差
万
別
で
す
。
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
段
階
的
に
義
務
を
課

す
の
が
実
践
的
で
、
本
調
査
は
今
後
の

法
改
正
の
行
方
を
占
う
う
え
で
、
興
味

深
い
も
の
で
す
。

調
査
で
は
、
有
期
契
約
労
働
者
（
パ
ー

ト
の
ほ
か
、
派
辿
労
働
者
、
契
約
社
員

等
を
含
み
ま
す
）
を
次
の
４
タ
イ
プ
に

分
け
ま
し
た
。

①
正
社
員
同
様
職
務
型

＠
局
度
技
能
活
用
型

③
別
職
務
・
同
水
準
型
（
正
社
員
と
は

別
職
務
だ
が
、
高
度
で
も
軽
易
で
も

な
い
職
務
に
従
事
）

④
軽
易
職
務
型

パ
ー
ト
法
制
の
見
直
し
検
討

冒
咄

タ
イ
プ
別
に
基
礎
デ
ー
タ
収
集
》
一

有
期
契
約
労
働
者
の
い
る
事
業
所
の

う
ち
、
別
％
が
①
ｆ
社
員
同
様
職
務
型
、

同
じ
く
別
％
が
②
軽
易
職
務
型
を
鵬
川

し
て
い
ま
し
た
（
複
数
阿
鱒
）
。
③
商

度
技
能
型
は
３
％
、
④
別
職
務
・
同
水

準
型
は
旧
％
で
す
。

注
目
が
集
ま
る
の
は
、
や
は
り
人
数

厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
で

は
、
平
成
皿
年
ｎ
月
か
ら
、
新
た
に
派

遣
法
の
改
碇
に
向
け
た
議
論
を
開
始
し

ま
し
た
。

派
造
法
の
改
脹
案
は
、
平
成
加
年
、

皿
に
臨
時
国
会
に
ｋ
程
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
７
几
の
衆
議
院
解
放
に
伴
い
、
廃

案
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
搾
れ
か
ら

「
派
遣
切
り
」
の
風
が
吹
き
荒
れ
、
社

会
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ア
ワ
ー
カ
ー

ヘ
の
保
護
を
求
め
る
声
が
急
速
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
与
党
３
党
の
合
意
に
基
づ

き
、
派
遣
労
働
に
対
す
る
規
制
強
化
を

派
遣
法
改
正
へ
審
議
開
始

製
造
派
遣
等
の
規
制
を
強
化

も
多
く
、
均
衡
処
遇
が
大
問
題
と
な
る

①
正
社
員
職
務
型
で
す
。
①
の
場
合
、

基
本
給
が
正
社
員
と
「
同
額
程
度
」
が

旧
％
、
「
８
割
～
ｎ
割
」
と
「
６
割
～

８
割
」
が
同
数
で
卵
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
行
の
パ
ー
ト
労
働
法
で
は
、
職

務
が
Ｍ
じ
で
も
、
「
転
勤
等
の
行
撫
」

「
契
約
期
間
の
長
短
」
と
い
う
面
で
、

正
社
員
と
違
い
が
あ
れ
ば
、
「
不
利
益

取
扱
い
禁
止
」
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

ど
こ
ま
で
推
し
進
め
る
か
が
焦
点
に
な

り
ま
す
。

長
妻
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
諮
問
で

は
、
検
討
す
べ
き
躯
項
と
し
て
次
の
諸

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ｏ
製
造
派
避
の
原
則
禁
止

・
職
録
靭
派
過
の
兄
倣
し
（
範
囲
縮
小
）

・
述
法
派
近
の
場
合
の
「
直
接
雁
川
み

な
し
」
規
定
の
創
設

・
膿
川
安
定
・
福
祉
増
進
措
置
の
追
加

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
派
遣
法
の
規
制

緩
和
に
「
行
過
ぎ
一
が
あ
っ
た
点
で
共

通
認
識
が
あ
る
も
の
の
、
公
労
使
で
意

（
第
８
条
）
。
そ
う
し
た
現
行
法
制
の
是

非
等
も
再
度
、
議
論
の
俎
上
に
上
り
そ

う
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
研
究
会
の
検
討

事
項
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
契
約
期
間
の
ｋ
限
（
原
則
３
年
）
を

処
戒
す
か
否
か

ｏ
有
期
労
働
契
約
の
範
囲
・
種
類
ご
と

の
期
間
制
限
の
是
非

・
契
約
の
更
新
、
艫
止
め
規
制
の
強
化

て
も
、
本
当
に
正
社
員
の
増
加
に
つ
な

が
る
の
か
」
な
ど
、
議
論
す
べ
き
問
題

は
山
枝
し
て
い
ま
す
。

既
提
出
の
法
案
が
廃
案
と
な
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
白
紙
に
戻
る
も

の
で
は
な
く
、
相
当
部
分
は
新
法
案
に

Ⅶ
き
継
が
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
Ⅱ
脆
い
派
巡
の
原
則
禁
止
」
「
グ
ル
ー

プ
派
巡
の
制
限
」
「
欠
格
事
由
の
強
化
」

等
の
既
定
事
項
の
上
に
、
さ
ら
に
新
た

な
規
定
が
追
加
さ
れ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

新
法
案
は
、
来
年
の
通
常
国
会
へ
の
上

程
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

兄
の
一
致
が
み
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
製
造
派
遣
を
禁
止
し

兄
の
一
致
が
み
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
製
造
派
遣
を
禁
止
し

派
遣
法
改
正
へ
審
議
開
始

製
造
派
遣
等
の
規
制
を
強
化


